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語　数 ％ 語　数 ％
語数1％　　　　　　　　　　i
日本語 22，281 57．0 15，002 37．2 22，366 37，．0
中国語 16，270 41．6 23，963 59．3 33，143 55．0
外来藷 551 1．4 1，428 3．5 4，709　　　　8．0
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註：上にあげた対照表の注意事項。
（→漢字の順序は五十音順である。
（⇒〔○〕のついているものは大同ノ」・異の略字である。
（E旧申両国双方ともに繁体漢字を簡略化したものはできるかぎり本表に収録している。
1四）双方のうち，一方は簡略化しているが，他方はまだ簡略化していないものは収録してい
　　ない。
：L5
日申両国文化のかけ橋一漢字およびその略字化一（下〉 （彰）
　上掲のB中両国の略字対照表により，私たちは大同小異の数十個の略字，とくに“対”と“対”，
“ 迄”と“辺”，“単”と“単”，“箏”と“写”“与”と“与”，“変”と“変”，“庁”と“庁”
“圧”，と“圧”，“画”と“画”，“榮”と“栄”などは一点一画の差，あるいは一画の延長にしか
すぎないことがわかる。このようなごく小さな違いは簡単に統一できるのである。がから，日本
の一部の学者たち，国語問題専門家および国会議員たちは，中国と共岡で漢字の簡略化問題を研
究することを主張するのである。
　数年前，参議院議員小柳勇氏がく国字略字化懇話会〉を組織し，中国の現行の略字を参考にし
て，当用漢字の申の漢字をまず300字簡略化するという〈試案〉を提出した。その理由は，の当用
漢字の中には書きにくい漢字がたくさんあり，それが一般の小中学生に学習上の困難を与え，漢
字嫌いの傾向を生み出させるのである。に）テレビの普及がめざましい現在，筆画の多い漢字はテ
レビでは非常に使いにくい。（S＞中国側では現在すでに多くの略字ができており，日中両国が共岡
で研究を行なうことで漢掌の統一を促進させることができる。しかし，国会の文教委員会や国語
審議会は中国の後に追随して急速に漢字を簡略化することは妥当ではなく，慎重に考慮すべきで
あると考えた。とくに中国の〈第二次漢字簡略化草案〉（1977年）が公布されると，“雪”は“ヨ”に，
“私”は“ム”に，“道”は“辺”に，“顔”は“彦”に簡略化された。こうなってくると，日本でも
し中国のこのような略字を採用したとすれば，日本語中の漢字を混乱させるばかりでなく，臼本
語中の片仮名をも混乱させてしまう。事実上，これはできないことである。しかしながら，両国
が共罰で努力して，両国で現在すでに使用されている一部の略字，たとえば上述した～点一画の
違いだけできわめて類似している略字を統一させることは非常に簡単なことである。問題はこれ
らの略字はそれぞれの国の中で“定着”化してきており，どちらがどちらに従って変更するのか，
これは両国の当局者たちが共岡で検討することで，その解決を待たなければならない。．
（B）略掌統一の問題点
　本来，日本の当用漢字の中の一部の略字は，昔の旧体漢字の中の俗字からきている。それらの
俗字は昔は一般の知識人は公式の場所では用いなかったから，その字はあるが用いられることは
非常に少なかった。戦後，臼本政府は当用漢字を公布する時，一部分の俗字を繁体字のかわりに
採嗣したが，その後，中国文字改革委員会も《簡化字総表》の中で一部の俗字を採用した。した
がって，両国の略字の中で数十の字体が完全に同じ字がみられ，実際これはすべて潤じところか
ら出た俗字である。
　俗字以外の新しく簡略化された漢字は，両国の簡略化方法が同じくないことから，その簡略化
された字形はそれぞれ異なり，したがって，漢字の統一性を混乱させることになった。
　漢字の特徴は〈形〉〈声〉〈義〉の三つを兼ねそなえていることである。とりわけ〈形〉と〈声〉
の関係は最も密接である。中国では漢享簡略化の時，前節で述べたとおり，～種の形声字簡略化
法を使用した。漢字簡略化の際にその声奔を読むことができさえすればよいというものである。
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たとえば“極”→“扱”は，“及”の発音が“ji”であり，これは“極”の発音“jl”とまったく
同じだからである。また“藝”→“芝”は，“乙”の発音が“yi”であり，これと“藝”の発音“yi”
とがきわめてよく以ているからである。しかし臼本語では，そうはいかない。
　日本語の中の“極”の音読は“キョク”であるが“及”の音読は“キュウ”である。“藝”の音
読は“ゲイ”であるが“乙”の音読は“オツ”（あるいはイッ，イチ）である。その発音はまったく
異なっているのだから，どうして中国の形声字簡略化法で漢字を簡略化することができるだろう。
　日本の漢宇簡略化の主な方法は字体の中の一部の筆画が比較的多い部分を省略してしまうこと
である。たとえば“藝”はその首部の“’’’””と末部の“云”を合成して“芸”という字にした。
しかし“芸”という字は本来ある字で，音読は“ウン”といい，“芸香”という一一＄＄の薬草があった
ので，国語審議会が“藝”を“芸”に簡略化する時，一部の学者たちの反対にあった。しかし当
時の国語審議会の解釈は，当用漢字の中に“芸香”の“芸”という字が無いのだから，“芸”を“藝”
の略字にしてもかまわないというものであった智）
　“藝”は，私たちの日常生活の中で最もよく用いる字である。多くの中国文芸界の代表たちが
日本を訪ずれた際，“文芸”とはどういう意味かわからず，逆に，多くの日本の学術界の代表たちが
中国を訪ずれた際，“芝木”とはいったいどういうものかわからない。同じに漢字を使用する国の
人々がそれぞれの漢字の意味を知らないということは，まったく両国の文化交流の上で“不幸”
なことである。
　両国がすでに簡略化した漢字，とくに字体の差が非常に大きい漢字を統一しようとすることは，
むずかしいばかりでなく，ほとんど不可能に近い。日本の《当用漢字々体表》が公布されてから
すでに三十年以上になる。中国の《簡化享総袈》の公布も，十五，六年離のことである。両国は
それぞれの略字の使用にもう慣れて，しかも字形が大いに異なる略字，たとえば日本の“竜”と
中国の“尤”，日本の“沢”と中国の“濠”，日本の“売”と中国の“雲”などの字は，すでに霞
国の書籍刊行物の中に固定化されており，もし再び統一しようとすれば，大混乱をひきおこすで
あろうことは目にみえており，しかもその必要はない。
　要するに，両国の漢字の馬途と性質の違いから，その統一は非常にむずかしい。
（C）限度のある略寧の統一
　最近，日本政府が公布した《常嗣漢字表》には，1，926字の漢字がある。また一方，中国科学院
は1977年10月に，七，八千の漢字を整理して圧縮した。たとえば嗣音字の“湖”，“糊”，“醐”，“瑚”
“ 醐”はすべて“胡”におきかえた，岡義字“鰍”を“看”に，“憤”を“葱”にした。こうすれ
ば，3，　200　＊あれば充分である碧）もしそうであれば，日中両国の常馬漢字数は以前に比べて大い
に接近したといえる。どのようにしてこの二，三千字の漢字の一部分の字体を統一化するのか，
これはまさに，今後の両国の文化交流の一大課題である。
　前節で述べたとおり，両国のすでに簡略化された字体を統一一するのは，きわめてむずかしい，
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しかしながら，まだ多くの簡略化されていないか，あるいはすでに簡略化されたが，簡略化され
た筆画が非常に少ないか，簡略化されたそれぞれの字体がきわめてよく似ている字という字があ
る。このような字を両国の言語文字学専門家たちがえらび出し，共同で研究し再び簡略化すれば，
それは実に有意義なことである。たとえば，中国でまだ簡略化されていないい‘‘礁’“　Pt　’；“假；’
“ ｝弗；’“佛；’“酔”などの字は，日本の当用漢字の中の略字，“砕；’“巣；’“仮；’“払；’“仏’j
“酔”などを採用することができる。すなわち“碑’→“砕二’“巣”→“巣；’“假”→“仮；’“梯”
→“払；’“佛”→“仏；’“醇”→“酔”とするのである。逆にB本にもたくさんのまだ簡略化さ
れていない字，“億；閥“興；’“無；’“鋼；’“養；’“飛；’“導；’“熱；’“動；’“選；’“講”のような
字がある。これらの書きにくい繁体字は中国側ですでに簡略化された字を採用して簡略化するこ
とができる。すなわち“億”→“乞；’“興”→“来；’“無”→“禿；’“鋼”→“鋼；’“養”→
→“葬；’“飛”→“k；’“導”→“辱；ジ“熱”→“熱；’“動”→“劫；’“選”→“逸；’“講”→
“
耕”というようにである。もし双方がこれらの限度のある繁体字を統一して簡略化することが
できるとしたら，少なくとも日中文化交流についていえばきわめて大きな貢献である。
五　日中両国の漢字の未来と展望
（A）中国の文掌改革の急進化に対する評価
　中国の文字が改革を必要とする理由は，表意の漢字がすでに時代の要求に適応しないと考える
からである。もし表意の漢字を表音文字に改めるとすれば，記憶，閲読，手書きしやすいばかり
でなく，印捌，テレビなど近代の通信手段においても円滑に使用でき，それ以外にも，さらに中
国語の中の一部の孤立した語を複合語に転化することもできる。これは中国の教育を普及させ，
文化の発展を促進させるのにその貢献は非常に大きい。しかし表音文字の実施は申国各地の方言
の統一を待たなければならない。これは理想としかいいようがなく，現実には不可能なことであ
る。したがって，中国当局はまず漢字簡略化から着手することによって，繁体字を使用する困難
を少なくするしかない。このように見ると，漢字簡略化は中国の文字改革における手段であって，
翼的ではないといえる。中国の文字改革の最終露的は表音文字への道を進むことである。という
ことは，漢字の簡略化はただ文字革改の過度期の産物にすぎず，最後には消滅していく運命にあ
るといえるのである。
　簡略化された漢字は，表音文字にむかう推進期の暫時のものであるとすれば，大なたを振って
簡略化するほどの必要はない。それは表意文字と表音文字がまったく関係のないものだからであ
る。どのように簡略化された漢字であろうと，結局は表意文字であって，表音文字ではない。も
し略字を表音文字に転化させるとしたら，結果はそれは繁体漢字を転化してできた表音文字とま
ったく同じである。私たちは略字を転化させた表音文字は繁体漢字より易しいということができ
ないし，繁体漢字を転化させた表音文字は略字に比べてむつかしいといラこともできない。
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　中国文字改革委員会は永年の研究を通して検討した結果，ついに1964年に《簡化字総表》を公
布し，2，000余字を簡略化した。一度にこんなに多くの字を簡略化したのは，歴史上かってなかっ
たことである。略字が公布されると，非常に多くの人々が読み書きで困難を感じたが，しかし日
がたっにっれ略字にも慣れ，逆に非當に便利だと感じるようになった。これは中圏文字改革の成
功といえる。
　1977年5月，中国文字改革委員会が公布した《第二次漢字簡化方案》には，第一一と第二のふた
っの表がある。第一表には簡略化された字が248字あり，第二褒には605字あり，合計853字である。
この853字は中国の常用漢字4，500字の中からえらび出され簡略化されたものである。このたび公
布された略掌は2964年に公布された《簡化字総表》の中の略字と異なり，少し簡略化がすぎるよ
うで，漢字の本来の形体を大きくかえている。たとえば，“能”→“髭”“弱”→“野；’“微”→
“ 謬”，“象”→“fith　ltなどであって，このように過度に部分的憲略がおこなわれたら，人々はそれ
らの意味を識別することがむずかしい。また前節で述べた“雪”→“ヨ；’“私”→“ム”という
簡略化は，さらに漢字の形体をでたらめにした。このように簡略化するよりは，むしろあっさり
とローマ字表音文字で書く方が便利かつ実用的だとさえ感じる。
　中国の現在の刊行物の漢字撲列は左から右に横に印捌されており，中にローマ字表音文字を挿
入することは非常に容易なことである。たとえば“中国現在没有ム立大挙”は“中国現在没有s了1｝
大学”と書いた方がましだし，“昨天下了～場大ヨ”は“昨天下了一場d激u益”とした方がましで
ある。その方がより便利であり実用的だと感じる。
　あるいは漢字の語匂の中にm一マ字表音文字を挿入するのは反対で，まったくみっともないと
考える入もいるかもしれない。しかし現在では，それは，ふだんによくξ｝にすることである。た
とえば自然科学の論文の中では，漢字の語旬と西洋語が並列されている例がたくさんあり，人文
科学の論文の中でも，往々にして西洋の入名や地名をうまく訳出できなくて，原名をそのまま書
きうっすことがある。したがって，漢字の語旬の中にローマ字表音文字を混入することと西洋文
を混入することとはまったく悶じだから，どうしていけないことがあろうか。
　漢字の語旬の中にローマ字表音文字を混入した場合，その結果として三つの長所があげられる。
　　一，初歩にローマ字表音文字を導入して表音文字の書語にむかわせる。
　　二，中国各地の方言と異音を畢急に統一させることができる。
　　三，漢字簡略化に頭を痛め，時間をつぶやす必要もなくなる。
　1958年に中国の《漢語抽A音方案》が公布されると，何人かの人は中国語をこの表音方案の規定
にそってW一マ字で綴ったことがあるが，しかし中国の方言渉統一されていないので，一
度を廃棄して表音文字を採用することはむずかしかった。そこで漢字簡略化の道を進むことにな
ったのである。しかし，漢掌の語句の申に若干の表音文字を挿入し，一種の漢字と表音文字の混
合体をつくることは，日本語の中の漢字と仮名を岡時に嗣いるやり方と同じである。このように
して～歩一歩とやっていけば，私はきっと非常によい効果を収めるに違いないと思う。しかも，
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このようにやっていくと，一方では漢字の一部あるいは大部分の暫時の存在を延長継続させるこ
とができるので，表音文字に慣れない人にとっても，ゆっくりと表音文字になじませることがで
き，また一方では，次の世代の中国人に多くの時間を浪費させてそれらの書きにくい漢字を覚え
させなくてすむ。
　漢字の語旬の中に表音文字を挿入することは，その情況をみながら少しずつふやしていくこと
ができるわけで，やがては完全に漢字のかわりに表音文字を使用することができる。もしこのよ
うにやらないで，いかに漢字を簡略化して最後に一挙にそれをすてさって，表音文字におきかえ
ようとしても，それは理想にしかすぎず，結局実現はむずかしい。
　漢字を表音文字への道に進ませることを決意するからには，漢字は一定隈度の簡略化を行なえ
ばそれで充分である。《第二次漢字簡化方案》の略字のように簡略化し，しかも一度に800字あまりも
公布するのは，あまりにも性急すぎである。しかも簡略化された800字あまりの中で，実際に実施
されにくいものもあれば，すでに実施されていて，途中で廃止されたものもある。このような混
乱をひきおこすならば，公布しない方がましである。
　文字は人と人との間の思考や意見を伝達する手段であって，ただ一方的にそれを使用すること
ばかりにかまけて，他方でそれを受入れることができるかどうかということには一一一paにかまわな
い。その結果，文字の存在価値は失なわれてしまう。したがって，文字の改革は慎重で足を地に
つけて一歩一歩と推し進めていかなくてはならないのであって，けっして急ぎすぎても，さらに
はひとつの命令で人々に実行を強制させるようなものでもないのである。
（8）H本の漢字に対する処理の問題
　臼本語が中国語と異なっている点は，日本語の中の漢字は，いわば借用しているだけで，漢字
を使わず，仮名だけでも意味を完全に表現することができるということである。今では電僑であ
ろうがテレビであろうが，すべて仮名で語意を伝達している。だから，日本で漢字を廃止しようと
すれば，あきらかに中国よりはやりやすい。問題は一般に日本人の漢字に舛する愛着が現在の中
国人よりも強烈なことである。これは日本民族が古い文化や古い伝統をよく保存しようとする性
格を有しているからであるということがいえよう。言語に限らず，文物制度，風俗習慣をとって
みても，唐宋時代のもので，中国では現在すでにすっかりすたれてしまったものが，日本には時
としてまださがし出せるものが多くある。
　臼本では，早く明治初期にローマ字会，仮名字会などが組織された。その目的は漢字を廃棄し
て完全にローマ字を，あるいは仮名を使用することであるが，しかしこれらの理想は今日に至っ
ても依然として実現はむずかしい。今後のH本諾の趨勢は，おそらく依然として漢字と仮名の混
合体を継続し，けっして短期間のうちに漢字を廃棄することはないだろう。
　第二次世界大戦後，日本はアメリカ軍に占領された。当時，占領軍司令部は醸本が侵略戦争を
推進したのは，一般民衆が漢掌のさまたげを受け，西洋近代の民主精神が理解できず，情報や知
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識を伝達しにくいからだと考えた。そこで，日本の文部憲は，戦争中に大量に使用した漢字数を
減らすことに着手し，1，850欄の当用漢字を翻定し，また音訓表も岡時に公布した。しかし，今日
にいたって，当用漢字だけでは充分ではないとの考えから，《常用漢字表》を制定し，漢字を1，926
字に増やした。このような漢字に対する処理の態度と方法は，薪中国が現在進んでいる道とは完
全に反対の方向であるのは，どうしてだろうか。
　今日の中国の学者たちは，中国の教育や科学技術が立ち遅れた大きな原因は，中国が漢字を使
用し，表音文字を使用しないところからきていると考えている。これは多くの臼本の学者たちの
漢字に対する評緬とまったく異なる。日本の学者たちは一，二千字のきめられた数の漢字と仮名
をあわせて用いると，いろいろな語彙をつくることができ，これは日本の教育と文化の進歩をう
ながせるばかりでなく，日本の蕾から漢字を使用してきた伝統を保存することができると考える。
漢字を使罵している日本の実際情況をみると，現在の日本の科学技術は，欧米先進諸国に追いっ
いたばかりでなく，いくつかの点では追い越してさえいる。教育普及ということから見ると，義
務教育は九隼で，自分の名前を漢掌で書けないという呂本人は一入もいない。高等学校卒業者は
全国人口の八割を占め，典型的な文化国家といえる。もちろん，私たちは，それは漢字が日本文
化の水準を高めたからだとはいえないが，少なくとも漢字が臼本文化の前進をはばんだというこ
とはできない。
　日中両国の漢字に対する評儲の違いから，漢字の廃止，漢字の簡略化についての意見もそれぞ
れ異なる。将来，世界で漢字を使罵する国は，おそらく日本だけになるだろうという入がいる。
この言葉は理由のないことではない。現段階において，日本当局は漢字の廃止にっいては考えて
いないが，漢字の実用という点では，中国の現在おこなわれている略字を重視している。当用漢
字の中の繁体字を，中国の略字のように簡略化するよう主張する入々もいるが，他方，盲屠的に
中国の略字に追随すべきでないと考える人々もいる。とくに中国が漢字の簡略化を急進的に推し
進めているので，いくつかのすでに簡略化された漢字は日本の掌者には受け入れられない。当用
漢字の簡略化は，慎重な態度で，よく考えたのちに，これを行なうべきであると考えている。
結 語
　漢掌はH中両国共通の文化遺産である。両国の千数百年来の友好往来は漢字をかけ橋としてい
る。しかし，西洋の表音文字の文化が東進してきて以来，表意文字の漢字文化は挫折し，そこで
漢掌廃止の声が方々でおこり，漢字の存亡は非常に大きな危機に面している。
　漢字は中国の古代原始農耕社会の産物である。殿王朝統治階級は，彼らの運命の吉凶をうらな
うために，漢字を使って記録した。したがって，漢字は本来統治階級專有のものであったという
ことができる。
　中国の農耕社会の継続とともに，漢字は広まった。しかし，今日に至って，農耕社会から産業
社会に入り，生産技術が進歩し，貿易が盛んになり，人と人との往来が頻繁になってくると，意
21
屋中爾国文化のかけ橋一漢字およびその略字化一（下） （彰〉
志伝達の手段である漢字は，時代とともに継続していくことが罪常にむずかしい。いいかえれば，
時代によって淘汰されようとしているのである。
　しかし，中国文化の伝播と隆盛は，すべて漢字のおかげである。臼本は中国の漢字と文化を吸
収し，大和畏族の文化を創りあげた。漢字は日申両国の伝統文化の根源であるといえる。もし漢
字が絶滅したとすれば，日中両国おのおのの伝統文化は，現代文化との問に隔絶をおこすばかり
でなく，臼中両国の文化閥の交流に罪常に大きな障害をもたらすことになるだろう。
　文化伝統と文化交流の観点から見ると，漢字の存在はきわめて大きな意義を持っ。しかし実用
と便利さということからみれば，漢字は時代の要求に適応することができない。したがって，漢
字の存廃問題については，私たちがどのような立場に立つかによって決まる。
　日本は《漢宇音訓表》を公布し，中国は，《漢語耕音方案》を公布したが，その目的はともに漢
字を将来表音文字の道に進ませるためである。しカ・し，現実の情況の下では，中国であろうがH
本であろうが，漢字を即座に廃止することはむずかしい。
　中国で漢字を廃棄するという主張は日本より積極的であるが，全国各地の方雷と語音が統～さ
れていないことから，質一マ字表音文字を実行するのは葬常にむずかしい。そこで，漢字形体の
簡略化を推し進めて，過渡期の文字改革とするしかない。臼本では，漢字は仮名の中にまじって
いて，完全な表意の文字ではないので，漢字を廃止するとしても中国よりやりやすい。しカ・し甕
面の日本は，漢字の廃止問題を少しも考えていない。児童の漢字学習上の困難を避けるためには，
可能な範囲内で漢字の使罵量を減らすしかない。これが，現在の日本の漢字処理の方針といえる。
　要するに，日中両国は現在，漢字を使用している唯一の国である。中国は現在大量に漢字を簡
略化しているが，日本への影響は非常に大きい。以前，中鼠の書物を読むことができた日本の学
者たちは，略字の場合，その意味を理解するすべもない。さらに十年あるいは二十年たてば，中
国の次代の脊年たちでさえも，繁体漢字がわからないだろう。このようにしていくと，現代文化
は，伝統文化と隔絶していき，臼中両国の文化交流もきわめて大きく限害されるだろう。
　H中両圏の文化交流のかけ橋である漢字を維持するために，私たちは，両国の書語文字学者た
ちが漢字簡略化の問題を共同で研究し，共同で討論できることを願ってやまない。この願いにも
まだ多くの困難があり，簡略化された漢字の統一もほとんど不可能に近いが，しかし’私たちは
漢字がまだ存在するうちは，漢字がその国際性をしっかり保っていることを願うのである。
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